
 

 

 

物理ゼミ  化学ゼミ 

中間発表での反省を活かしたとても良い発表

だった。各班がテーマをより深めていて、曖昧

な結果が無くなってい

たのがとても印象的だ

った。時間の限り質問

が続いていた。 

 専門的内容にもかかわらず、72、73回生とも

に活発な質疑応答が見られた。有効数字につい

ての指摘や、使用器具

についての質問など、

内容も充実していたよ

うに感じられた。 

   

生物ゼミ  地学ゼミ 

中間発表から何段階もレベルの上がった発表

になっていた。先生方からもお褒めの言葉をい

ただき、納得のいく発

表になった。73回生も

活発に質問していて、

期待が高まった。 

 73回生からも、先生方からも、たくさんの質

問が飛び交い、止まることがなかった。前回の

反省が活きており、聴

衆を見ながらの発表や

はきはきとした受け答

えが多く見られた。 

   

数学ゼミ  情報ゼミ 

これまでの経験を活かし、伝えるのが難しい結

果や、結論までの導入を分かりやすく説明でき

ていた班が多かった。

全体を通して質問が少

なかったのが残念だ

が、良い発表だった。 

 とても聞き取りやすく、内容もしっかりと練ら

れた発表だった。聞き手も真剣な様子で、とて

も良い雰囲気だった。

多様な質問が多く、新

たな着眼点が得られる

発表になった。 
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12月 20日（木）の 6，7校時に、今年度最後のゼミ毎口頭発表が行われました。今回は、新し

く各ゼミに入った一年生も参加し、全ゼミがパワーポイントを用いて発表を行いました。 

各ゼミ、各班の集大成となった口頭発表の様子を紹介します。 

～最後の口頭発表！！～ 



国語ゼミ  地歴ゼミ 

どの班も最後の発表となるためか、発表時間を

超えるものが多く、研究を伝えようとする熱意

が強く感じられた。ま

た、73回生からも、新

たな視点から積極的に

質問があがった。 

 各班が全力を尽くした発表となっており、レベ

ルの高いものも多く見られた。各班とも工夫を

凝らしたパワポとなっ

ていた。自分たちの経

験を 73回生に伝えて

いきたい。 

   

公民ゼミ  英語ゼミ 

班ごとに完成度に差があったのが残念だが、質

の高い発表も多かった。72、73回生ともに鋭

い質問があがり、全体

を通してメリハリのあ

る、良い雰囲気での発

表となった。 

 英語での発表を全員がよく準備していて、聞き

取りやすかった。伝わりにくい部分も図などを

利用して分かりやすく

説明できていたように

思う。内容の理解をよ

り高めていきたい。 

   

保体ゼミ  音楽・家庭ゼミ 

実験内容や統計に課題は残るものの、どの班も

準備から反省までしっかりとできていた。パワ

ポも分かりやすさを心

がけていてよかった。

緊張感があり締まった

雰囲気だった。 

 質問が少なかったり内容が不十分だったりと

課題は残るが、緊張感のある発表だった。専門

的な内容への説明もし

っかりしていて、前回

までの反省が活かされ

ていた。 

   

災害研究ゼミ 
 
編集後記 

どのゼミも、最後を飾るにふさわしい口頭発表

を行うことができました。これで私たちの研究

は一区切りとなりますが、これまでの研究で得

たことを生かして、一年生の指導に努めていき

ましょう。 

一年間、お疲れ様でした。 

これまでの成果を存分に発揮できた発表だっ

た。まだまだ研究の余地が残る班もあったもの

の、一年生の時からは

格段に成長したように

感じる。73回生からの

質問も多くみられた。 

 

 


